
①循環型社会への移行
自然との共生

②まちづくり等の
リデザイン

③環境共生型の
再生可能エネルギー

④産業構造の転換
⑤人材の育成と

オープンイノベーション

《牧之原・菊川お茶の郷地域循環共生圏》　

【Ｒ５年度認定】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（牧之原市、菊川市）

取組
内容

○環境にやさしい農業への転換による循環型農業の展開
　・荒廃茶畑の茶樹等を活用したバイオ炭製造及び農地施用や、バイオガス発電で生
　　成されるメタン発酵消化液の液肥利用の推進による、生産性向上と脱炭素の両立
　・バイオ炭施用の炭素貯留効果に基づくカーボン・クレジット化と売却益を活用し
　　たスマート農業推進・農作物販売促進

○多角的支援による新たな地域産業の創出
　・荒廃農地における新たな農作物への栽培転換・新ブランド化による農業の収益性　　
　　向上と魅力創出の推進
　・企業と連携したスマート農業の実証実験推進による農作業の省力・軽労化及び技
　　術力向上
　・茶業・農業の継続と活用に係るスタートアップ企業との連携による新たなビジネ
　　スの創出支援
　　（茶の成分を含む「機能性表示食品」の開発　など）

循環
拠点
区域

－

主な取組のスケジュール Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

オーガニックまきのはら
推進事業

　 　 　 　 　

茶業・農業の保全・活用を軸とした
新たなビジネス創出支援事業

　 　 　 　 　

バイオ炭製造施用の実証実験・開発　等

新たな農作物の商品化

ビジネス実装

【目指す姿】茶の魅力を最大限活用しながら、生産性向上と農地再生を図りつつ、茶業・農業
      を起点とした新たな産業を創出するゼロカーボン実現圏域

企業との連携・実証実験

○お茶の新たな活用促進
 ・カテキン含有機能性表示食品の開発
○地域内起業に向けた伴走支援

肥料として
農地へ散布

【推進体制】
　　　○牧之原・菊川お茶の郷推進協議会（牧之原市、菊川市　等）

【位置図】

既存拠点

菊川市 牧之原市

バイオ炭製造

試験場

茶園・農地の再生

古茶樹等
の回収

○荒廃茶園の転作促進（レモン等）
○スマート農業の推進
 ・AI搭載アプリによる荒廃農地把握

【産業支援拠点】

 まきのはらインキュベーションセンター

【産業支援拠点】

 菊川市産業支援センターEnGAWA

【生産性向上拠点】

 バイオガスプラント

牧之原台地
茶園・農地

支援
支援

液肥の供給

【生産性向上拠点】

 バイオ炭製造試験場

バイオ炭の供給

【循環のイメージ】

土壌改良材として
農地に施用

カーボンクレジット
収益の活用

バイオガス

発電プラント

農作物の
供給

食品廃棄物
の回収

バイオ炭を活用した
循環型農業

メタン発酵液肥を活用した
循環型農業

牧之原台地
茶園・農地

農業ビジネスの創出

多角的支援による新たな地域産業の創出

圏域内の住民・企業

メタン発酵
液肥

バイオ炭


